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Cefadroxilに 関す る基礎的,臨 床的検討

金沢 裕

豊栄病院内科

経口用セファロスポリン剤Cefadroxilの 基礎的,臨 床的検討を行なった。

Cefadroxil 500mg内 服時の血中濃度は,4～6時 間で9μg/m1以 上のピークを示し,8時 間

まで3μg/mlを 持続した。12時 間の尿中回収率は67.4%で あ った。

急性気管支肺炎2例,急 性 リソパ管炎1例,急 性腎孟腎炎1例 の計4例 にCefadroxil 1回500

mgを1日3回 内服せしめて,著 効3例,有 効1例 の結果がえられた。

いずれの症例にも臨床的ならびに臨床検査上,本 剤によると思われる副作用はみられなかった。

米 国 ブ リス トル 社 で 開発 され た 経 口用Cephalosporin

剤Cefadroxilに つ い て2,3の 検 討 を行 な った の で報

告 す る。

体液 中 濃 度 測 定 成績

検定 菌Sarcina lutea ATCC 9341を10e/m1程 度 に

接種 した感 性 デ ィス ク用培 地(Mueller-Hinton変 法培 地

pH7.4)を 検 定平 板 とす る薄 層平 板 カ ップ法 を 用 い た。

本 測定 法 では 測 定限 界は0.08μ9/m1以 上 が 測 定 可能 で

あ った 。

Fig. 1 Serum levels following single oral

administration of 500 mg cefadroxil

in 1 adult

健康成人1名 について本剤500mg内 服後の血清中濃

度,尿 中濃度および尿中回収率はFig.1,2の ようで,

4時 間および6時 間で ピークに達 し9.8,9.0μg/m1を

示 し,8時 間 まで3。0μ9/m1の 有効濃度が検出された。

尿中濃度は4～8時 間の間に1,200μ9/m1の 高濃度を

示し,12時 間における回収率は67.4%で あ った。

臨床使用成績

急性の気管支性肺炎2例,急 性 リソパ管炎,急 性腎孟

腎炎各1例 の計4例 に本剤を投与 し,い ずれも臨床的に

Fig. 2 Urinary level and urinary recovery

following single oral administration

of 500 mg cefadroxil in 1 adult
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Fig. 3 Chest X-ray findings before and after cefadroxil treatment

Before treatment 
(Oct. 30, 1978)

After treatment 

(Nov. 16, 1978)

Case 1

Before treatment 

(Dec. 4, 1978)

After treatment 

(Dec. 18, 1978)

Case 2
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Table 2 Laboratory finding before and after cefadroxil

B : before cefadroxil treatment

A : after cefadroxil treatment

十分な効果がみとめられた。 その成績はTable1に 示

すとおりである。

第1,2例 の気管支性肺炎はいずれも,中葉に陰影を有

する症例であり,第2例 の喀疾か らは,本 剤に感受性を

有する肺炎球菌が分離され,ま た2症 例ともマイコプラ

ズマCFは 陰性を示 し,細 菌性肺炎と診断され,Fig。3

に示すように経過を追って胸部X線 像の改善がみられ,

本剤の内服による細菌性肺炎に対する有効性がうかがわ

れた。

第3例 の リソパ管炎は,高 熱,右 上腿の疹痛をもって

入院 した症例で,起 炎菌はあきらかにしえなかったが,

本剤の内服で十分な臨床効果がえられた。

症例4の 腎孟腎炎では,本 剤に感受性を有するEcoli

に よる症例で,本 剤の尿中濃度の示す成績から推定され

たように明らかな臨床効果がみとめられた。

副作用に関する検討

いずれの症例においても臨床的に本剤の副作用と思わ

れる症状は全 くみられなかった。

また,本 剤の使用前後における臨床検査成績はTable

2の ようで,肝 腎機能および造血機能に対 して,本 剤の

副作用とおもわれるものは全 くみとめられなかった。

考 案

本剤内服時の血中濃度測定成績は前述のように4,6

時間にピークがあり,8時 間まで有効濃度を持続したこ

とは,本 剤の血中濃度の持続は比較的長 く,1日2～3

回投与でもその有効性を発揮する可能性が十分 うかがわ

れた。また,尿 中濃度測定成績でも,尿 中に500mg内

服 で1,000μg/mlを こす有効濃度が えられたことは,

本剤の感受性菌による尿路感染症に効果を示す可能性が

十分推定された1),2),3)。

臨床的には,肺 炎球菌による気管支肺炎の1例 を含め

臨床効果がえられ,リ ソパ管炎およびE.coli性 腎孟腎

炎1例 にも効果がみられたことは,本 剤が内服セファロ

スポリン剤としての有用性を示すものと考えられた。ま

た,副 作用は臨床的にも臨床検査上にもみられなかった

ことは,あ る程度本剤の安全性を示すものと考えられた。

以上のことから,本 剤は内服セファロスポリソ系の1

つ として,今 後使用される価値のあるものと考 え られ

た。

結 語

内服用の新セファロスポ リソ剤のCefadroxilに つい

て基礎的,臨 床的研究を行なった。

1)500mg内 服時の血中濃度は4～6時 間で9μ9/

m1以 上のピークを示し,8時 間まで3μg/m1を 持続し

た。その際の尿中濃度は,最 高1,200μg/m1に 達 し,

12時 間の尿中回収率は67.4%で あ った。

2)臨 床的にCefadmxilを 使用し,肺 炎球菌を検出

した気管支性肺炎1例 および大腸菌による腎孟腎炎の1

例に臨床的,細 菌学的にも有効に 作用し,細 菌性肺炎

(起炎菌不明),リ ソパ管炎(起 炎菌不明)の 各1例 に

も臨床的有効性がみとめられた。

3)い ずれの症例にも臨床的ならびに臨床検査上,本

剤によると思われる副作用は見い出しえなかった。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON CEFADROXIL

YUTAKA KANAZAWA

Department of Internal Medicine, Toyosaka Hospital

Laboratory and clinical evaluations were performed on cefadroxil, a new oral cephalosporin.

1) Peak of blood concentration of cefadroxil was more than 9 pg/ml 4-4 hours after single oral

administration of 500 mg, and decreased to 3 pg/ml after 8 hours. Peak of urinary concentration of
cefadroxil was 1,200 pg/ml, and urinary recovery was 67.4% within 12 hours.

2) Cefadroxil was effective both clinically and microbiologically in bronchopneumonia due to Streptococcus

pneumoniae and pyelonephritis due to E. coll. Cefadroxil was also effective clinically in bacterial

pneumonia and lymphangitis, though causative pathogens were unidentified.
3) All patients treated showed no adverse reactions which would have been attributed to cefadroxil.


